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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ディジタルデータ構成の単位に対応するセクタに配置され、螺旋状に記録されたディジタ
ルデータを有し、前記セクタの各々が当該セクタと共に格納されたアドレスラベルを介し
てアクセス可能な光学的読取りが可能なディスクにおいて、
前記アドレスラベルが、少なくとも一つのアドレスラベルを除いて、連続するセクタと共
に増加するアドレス値を有し、前記少なくとも一つのアドレスラベルは、先行するアドレ
スラベルのアドレス値に対して増加するアドレス値とは異なるアドレス値を持ち、
前記異なるアドレス値を有する前記少なくとも一つのアドレスラベルが、情報を持たない
データを含むセクタと共に格納されることを特徴とする光学的読取りが可能なディスク。
【請求項２】
請求項１に記載の光学的読取りが可能なディスクであって、前記連続するセクタと共に増
加するアドレス値が、連続するセクタの各々と共に直線的に増加するものであり、
前記増加するアドレス値と異なるアドレス値が、直線的に増加するアドレス値と異なるア
ドレス値であることを特徴とする光学的読取りが可能なディスク。
【請求項３】
請求項１または２に記載の光学的読取りが可能なディスクであって、前記ディジタルデー
タがディジタルメインストリームデータとディジタルサブコードデータを有するものにお
いて、
前記異なるアドレス値を有する前記アドレスラベルがディジタルサブコードデータに格納
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されることを特徴とする光学的読取りが可能なディスク。
【請求項４】
請求項１から３いずれか１項に記載の光学的読取りが可能なディスクにおいて、
前記異なるアドレス値が、ゼロアドレス値であることを特徴とする光学的読取りが可能な
ディスク。
【請求項５】
請求項１から４いずれか１項に記載の光学的読取りが可能なディスクにおいて、
複数の連続するアドレスラベルが、前記異なるアドレス値を有することを特徴とする光学
的読取りが可能なディスク。
【請求項６】
請求項１から５いずれか１項に記載の光学的読取りが可能なディスクにおいて、
当該ディスクが、リードイン領域と、プログラム領域と、リードアウト領域とを含み、
前記セクタが、前記プログラム領域に配置されていることを特徴とする光学的読取りが可
能なディスク。
【請求項７】
請求項６に記載の光学的読取りが可能なディスクであって、前記セクタが、情報のないデ
ータを持つセクタを有するプリギャップから始まる前記プログラム領域に配置されたもの
において、
前記異なるアドレス値を有する少なくとも一つのアドレスラベルが前記プリギャップ中に
配置されることを特徴とする光学的読取りが可能なディスク。
【請求項８】
請求項１から５いずれか１項に記載の光学的読取りが可能なディスクであって、
当該ディスクが、リードイン領域と、プログラム領域と、リードアウト領域とを含み、
前記異なるアドレス値を有する少なくとも一つのアドレスラベルが、前記リードイン領域
及び／若しくは前記リードアウト領域に配置されることを特徴とする光学的読取りが可能
なディスク。
【請求項９】
請求項１から８いずれか１項に記載の光学的読取りが可能なディスクにおいて、
前記異なるアドレス値を有する少なくとも一つのアドレスラベルが、複製保護可能な情報
を格納するセクタに先行若しくは後続して配置されることを特徴とする光学的読取りが可
能なディスク。
【請求項１０】
請求項１から９いずれか１項に記載の光学的読取りが可能なディスクであって、ディジタ
ルデータが所定の変調及びエラー訂正ルールで格納されるものにおいて、
少なくとも一つのセクタが、前記所定の変調及びエラー訂正ルールに違反することにより
もたらされた少なくとも一つのエラーを有することを特徴とする光学的読取りが可能なデ
ィスク。
【請求項１１】
ディジタルデータがセクタに配置されかつ螺旋状に記録され、前記セクタの各々がアドレ
スラベルを介してアドレス指定可能とされ、前記アドレスラベルが連続するセクタと共に
増加するアドレス値を持つように、光学的読取りが可能なディスク上に前記ディジタルデ
ータを記録する光学ディスク記録装置において、
記録のため入力された前記ディジタルデータに含まれるアドレスラベルを読取る読取り手
段と、情報を持たないデータを含むセクタを伴う、先行するアドレスラベルのアドレス値
に対して増加するアドレス値とは異なるアドレス値を有するアドレスラベルを検出する検
出手段と、前記異なるアドレス値を有する前記アドレスラベルが検出されたとき、ディジ
タルデータの記録を中止する中止手段とを有することを特徴とする光学ディスク記録装置
。
【請求項１２】
それぞれがアドレスラベルを介してアドレス指定が可能なセクタに配置され、螺旋状に記
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録されたディジタルデータを、光学的読取り可能なディスクから取得する光学ディスク再
生装置において、
情報を持たないデータを含むセクタと共に格納され、先行するアドレスラベルのアドレス
値に対して増加するアドレス値とは異なるアドレス値を有するアドレスラベルを確認する
確認手段と、前記確認において、前記異なるアドレス値を有するアドレスラベルの存在が
確認できなかったとき、ディジタルデータの再生を中止する中止手段とを有することを特
徴とする光学ディスク再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、光ディスク上にディジタルデータを記録するディスク記録装置に関する。本発
明は更に、ディジタルデータが記録された光学的読取りが可能なディスク及びこのような
ディスク用の再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
光学的読取りが可能なディジタルオーディオディスク（以下、単にコンパクトディスク）
を使用するシステムは、高品質ステレオ音響を再生できるディスクシステムである。この
ようなシステムは、国際スタンダードIEC908″コンパクトディスクディジタルオーディオ
システム″から既知である。ステレオ音響とは別に、文字、表示データ、ソフトウェア、
コンピュータデータ等のディジタルデータを格納可能で、さらにこのようなディスク用の
プレーヤの機構の著しい変更を招くこと無く、このようなディスクシステムにより再生さ
れる。グラフィックを使用するチャートや統計資料、静止画を使用するピクトグラムの様
な映像情報を再生する再生装置、そして表示ユニットに付加されるビデオゲーム装置は、
コンパクトディスクシステムの広い応用範囲を提供した。現在のコンパクトディスクのデ
ータ記憶容量は、およそ640Ｍバイトで、一般的なフロッピディスクの記憶容量と比較し
て非常に大きな利点を持っている。この様なＣＤシステムは、CD-ROMとして既知で、更に
、ECMA標準130,168、″Data Interchange on Read Only 120mm Optical Data Disks（CD-
ROM）″，″Volume and File Structure of Read only and Write Once Compact Disc Me
dia for Information Exchange″の各々からも既知である。
【０００３】
光学読みとり可能なディスクの欠点は、複製を容易に作れることである。サブコードチャ
ネル中に、ＣＤオーディオのフレームの各グループで使用されるコピープロテクトビット
が存在するが、このビットがＣＤプレーヤにおけるデコーダの出力により提供されたビッ
トストリーム中の固定された繰り返し位置を持つため、未だに好ましくない複製が可能で
ある。即ち、簡単にコピープロテクトビットを無効に出来てしまう。更に、パーソナルコ
ンピュータ製品等のソフトウェアは、CD-ROMディスクを使用して大量に配布される。ここ
でも再び、複製が許諾もしくは承認なしで実施できない状況が非常に望まれている。同様
に光学読みとり可能なディスクの多数の異なるフォーマットが、商業的な関心を得ている
。即ち、複製防止手段が非常に望まれている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明は、光ディスク記録装置を使用した望まれない若しくは違法の複製に対する保護を
改善した光学的読みとりが可能なディスクを提供することを目的とする。更に、市場に既
に投入されたＣＤ記録装置を使用したディスクの望まれない若しくは違法の複製に対する
保護を改善した、光学読みとり可能なディスクを、コンパクトディスクシステムのあらゆ
る形式について提供することを目的とする。
【０００５】
本発明の他の目的は、今日の複製防止機構に加えて光学読みとり可能なディスクの望まれ
ない若しくは違法の複製を防止するための改善された機能を持つ光ディスク記録装置を提
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供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本願の第１の発明は、ディジタルデータ構成の単位に対応するセクタに配置されたディジ
タルデータを有し、前記セクタの各々が当該セクタに格納されたアドレスラベルを介して
アクセス可能な光学的読取りが可能なディスクにおいて、前記アドレスラベルが、少なく
とも一つのアドレスラベルを除いて、連続するセクタの各々と共に増加するアドレス値を
有し、前記少なくとも一つのアドレスラベルは前記増加するアドレス値と異なるアドレス
値を持つことを特徴とする。この実施例は、アドレス値を、標準的な光学記録装置を使用
して生成できないという利点を有する。
【０００７】
光学的読取り可能なディスクの望ましい実施例は、前記異なるアドレス値を有するアドレ
スラベルがディジタルサブコードデータに格納されることを特徴とする。この実施例は、
記録装置においてサブコードデータを直接制御できない、という利点を有する。
【０００８】
光学的読取り可能なディスクの更なる実施例は、異なるアドレス値を有するアドレスラベ
ルが、情報を持たないデータを含むセクタと共に格納されることを特徴とする。この実施
例は、特別な読取り装置が異なるアドレス値を有するセクタを読取るために必要とされな
い、という利点を有する。
【０００９】
光学的読取りが可能なディスクの更なる実施例は、異なるアドレス値が、ゼロアドレス値
であることを特徴とする。
【００１０】
光学的読取りが可能なディスクの更なる実施例は、複数の連続するアドレスラベルが、異
なるアドレス値を有することを特徴とする。
【００１１】
光学的読取り可能なディスクの更なる実施例は、前記セクタが、情報のないデータを持つ
セクタを有するプリギャップから始まるプログラム領域に配置されたものにおいて、前記
異なるアドレス値を有する少なくとも一つのアドレスラベルが前記プリギャップ中に配置
されることを特徴とする。
【００１２】
光学的読取り可能なディスクの更なる実施例は、セクタが、リードイン領域が先行しかつ
リードアウト領域が後続するプログラム領域に配置されたものにおいて、異なるアドレス
値を有する少なくとも一つのアドレスラベルがリードイン領域及び／若しくはリードアウ
ト領域に配置されることを特徴とする。
【００１３】
光学的読取りが可能なディスクの更なる実施例は、前記異なるアドレス値を有する少なく
とも一つのアドレスラベルが、複製保護可能な情報を格納するセクタに先行若しくは後続
して配置されることを特徴とする。
【００１４】
光学的読取り可能なディスクの更なる実施例は、ディジタルデータが所定の変調及びエラ
ー訂正ルールで格納されるものにおいて、少なくとも一つのセクタが、前記所定の変調及
びエラー訂正ルールに違反することによりもたらされた少なくとも一つのエラーを有する
ことを特徴とする。
【００１５】
本発明の第２の態様によれば、ディジタルデータがセクタに配置され、各セクタが各連続
するセクタと共に増加するアドレス値を持つアドレスラベルを介してアドレス指定が可能
である光学的読取りが可能なディスク上に、ディジタルデータを記録する光学ディスク記
録装置において、アドレスラベルを読取る読取り手段と、先行するアドレスラベルのアド
レス値に対して増加するアドレス値とは異なるアドレス値を有するアドレスラベルを検出



(5) JP 4435872 B2 2010.3.24

10

20

30

40

50

する検出手段と、前記アドレス値を有する前記アドレスラベルの検出に基づいてディジタ
ルデータの記録を中止する中止手段とを有することを特徴とする光学的読取りが可能なデ
ィスクが提供される。
【００１６】
本発明の第３の態様によれば、それぞれがアドレスラベルを介してアドレス指定が可能な
セクタに配置されたディジタルデータを、光学的読取り可能なディスクから取得する光学
ディスク再生装置において、先行するアドレスラベルのアドレス値に対して増加するアド
レス値とは異なるアドレス値を有するアドレスラベルを確認する確認手段と、前記確認に
依存してディジタルデータの再生を中止する中止手段とを有することを特徴とする光学デ
ィスク再生装置が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
本発明は、図面を参照して説明される以下の実施例から明らかになるであろう。
【００１８】
第１図に、コンパクトディスクに記録されたデータストリームを示す。一つのフレームFr
は、588ビットの記録データから構成され、そして各フレームは、その先頭に特定ビット
パターンのフレーム同期パルスFSを有する。このフレーム同期パルスFSには、３ビットの
DC制限ワードRBが後続する。その後、それぞれ１４ビットの第０～３２番のデータワード
DBと３ビットのDC制限ワードRBが更に交互に記録される。データワードDB中の第０番デー
タワードDBは、ディスクの再生を制御するため、そして対応する情報等を表示するために
使用されるサブコード信号のサブコードデータ（ユーザバイトとも呼ばれる）である。オ
ーディオディスクフォーマットにおいて、第１～１２番及び第１７～２８番のデータワー
ドDBは、メインチャネル中のオーディオデータ用に割当てられる。第１３～１６番及び第
２９～３２番のデータワードDBは、メインチャネル中のエラー訂正コードのパリティデー
タ用に割当てられる。データワードDBの各々は、記録時、８ビットを８－１４変換により
変換した１４ビットで構成される。
【００１９】
第２図は、９８個のフレームが並列に連続的に配置されたフレームの１グループにおける
データの状態を示す図である。第２図において、データワードD3の各々が８ビット表示さ
れ、そしてDC制限ワードRBが排除されている。第０～１番のフレーム中のサブコード信号
データＰ～Ｗは、所定のビットパターンである同期パターンを形成する。Ｑチャネル用に
、エラー検出用のCRCコードが、９８フレーム中の後半の１６フレームに挿入される。
【００２０】
Ｐチャネル信号は、音楽プログラム及び休止（ポーズ）を示すフラグである。オーディオ
ディスクフォーマットに記録された音楽では、Ｐチャネル中の信号が音楽プログラムの継
続中に低レベル、休止継続中に高レベルを有し、更に、リードアウト領域中に２Hzの周期
のパルスを有する。Ｐチャネル中のこの信号の検出及び計数により、特定の音楽プログラ
ムの選択及び再生が可能となる。Ｑチャネルは、この型式のより複雑な制御を実現する。
例えば、Ｑチャネル情報が再生装置のマイコンに格納される場合、音楽プログラムの再生
中、或る音楽プログラムから他の音楽プログラムへと迅速に変更することが可能である。
即ち、記録された音楽プログラムの各々がランダムに選択され得る。その他のＲ～Ｗチャ
ネルは、ディスクに記録された音楽プログラムの作詞もしくは作曲者、解説、歌詞等を示
すために使用できる。
【００２１】
Ｑチャネル中の９８ビットのうち、最初の２ビットが同期パターンとして使用され、次の
４ビットが制御ビットとして、更なる次の４ビットがアドレスビットとして、更に後続す
る７２ビットがデータビットとして使用され、そして最後に、エラー検出用のCRCコード
が付加される。トラック番号コードTNR及びインデックスコードＸは、データビットを示
す７２ビットに含まれる。トラック番号コードTNRは、００～９９間で変化可能で、イン
デックスコードＸも同様に００～９９の間で変化可能である。
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【００２２】
更に、Ｑチャネル中のデータは、音楽プログラム、休止の継続時間を示す時間表示コード
と、コンパクトディスクのプログラム領域中の始りから最外周リムサイド上の終りにかけ
て連続的に変化する絶対時間継続を示す時間表示コードを含む。これらの時間表示コード
はそれぞれが２桁で構成される分、秒、そしてフレームを表示するコードを有する。１秒
は、７５フレームに分割される。音楽ユニットよりも短いユニットを基にコンパクトディ
スクからディジタルデータをアクセスする目的で、上述の絶対時間継続に対応する時間表
示コードが本発明の実施例で使用される。
【００２３】
第３図は、本発明の実施例において、コンパクトディスクからのステレオ音楽信号以外の
ディジタル信号の配置を示す図である。上述のように、コンパクトディスク用のサブコー
ド信号は、９８フレームのユニット中に構成される。第３図の実施例において、メインデ
ータの１ブロックが、第０～９７番のフレームの同一グループに対応する９８フレームの
長さで構築される。オーディオディスクフォーマットにおいて、一つのフレームは、それ
ぞれ１６ビットの１２ワードからなるディジタルオーディオデータを含み、よって２４バ
イトのディジタルメインデータを一つのフレームに挿入できる。第３図を参照すると、一
つの行は、オーディオデータのＬチャネル中の或るサンプルとＲチャネル中の或るサンプ
ルの合計３２ビットを含み、各フレームは６つの行からなる。
【００２４】
第３図の実施例において、１ビット同期ビットがブロックの３２ビット行各々の先頭に付
加される。第０番のフレームF0において、初めの３２ビット及び次の３２ビットのそれぞ
れの先頭の同期ビットがゼロである。０番目のフレームを除く偶数が付されたフレーム中
のそれぞれの第１の３２ビットの先頭の各々の同期ビットは０であり、一方、奇数番号が
付されたフレーム中のそれぞれの第１の３２ビットの先頭の各々の同期ビットは１である
。これら同期ビットは、９８フレームユニット毎のブロックの先頭位置の検出を実現する
。
【００２５】
上述の１ブロックは、（２４バイト×９８＝2352バイト）から成る。２Ｋバイト（2048バ
イト）のデータが１ブロックに挿入され、そして304バイト（2432ビット）が残る。（６
×９８＝588ビット）が同期ビットとして使用される。７ビットモード信号及び２４ビッ
トアドレス信号は、第０番のフレーム中の最初の３２ビットに挿入され、この結果、1813
ビットが一つのブロックに残る。これら1813ビットは、エラー訂正コーディング処理が或
るブロックのデータについて実施される場合、冗長ビットに割当てられる。
【００２６】
モード信号は、ブロック中のデータの種類の特定を実現する。例えば、モード信号が、識
別文字、静止画データ、プログラムコードとして使用される。アドレス信号は、ブロック
中のデータの特定を実現する。更に偶数を付されたフレームの同期ビットがゼロに設定さ
れる理由は、本発明の実施例が２つのフレームユニット毎にデータブロックの配置を考慮
するためである。２つのフレームの大きさを持つブロック用に、モード信号及びアドレス
信号が各ブロックに付加される。本発明の第３図に示した実施例のような９８フレーム長
を持つブロックの場合、サブコード信号中のＰデータを示すコードおよびＱデータの絶対
時間継続を示すコードは、同一ブロック中において同一である。
【００２７】
第３図に示したブロックフォーマット中のディジタル信号は、オーディオコンパクトディ
スクと同様の方法でコンパクトディスク上に記録できる。即ち、記録されるべきディジタ
ル信号は、ディジタルオーディオプロセッサのディジタル入力端子に供給され、このディ
ジタル信号は、回転ヘッド形式のＶＴＲを使用する記録用のビデオ信号フォーマットに変
換される。この場合、サブコードデータを生成するためのTOC（Table of Contents）デー
タは、該ディジタル信号が記録されるであろう磁気テープ上の始端部分のオーディオトラ
ック上に予備記録される。次いで、磁気テープから再生したTOCデータがサブコード発生
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器に供給され、そして再生されたディジタル信号がエンコーダに供給され、サブコード信
号は更にエンコーダに供給される。この場合、レーザビームがエンコーダの出力に基づい
て変調される。マスタディスクは、この変調レーザビームによって作成される。
【００２８】
ディジタル信号を記録する他の方法は、例えば高速アクセスが可能なハードディスク記憶
装置上に格納されたデータが、ミニコンによりアクセスされ、そして、ディジタル信号が
、カットシステムのエンコーダに、即時供給される。
【００２９】
第４図は、本発明による再生装置を示す図である。第４図において、参照番号１は、前述
のフォーマットのディジタル信号が螺旋状に記録されたコンパクトディスクを示す。この
コンパクトディスク１は、スピンドルモータ２により回転される。この場合、スピンドル
モータ２は、一定の線速度でコンパクトディスク１が回転するように、スピンドルサーボ
回路３により制御される。
【００３０】
参照番号４は、ピックアップ用のレーザビームを発生するレーザ源と、ビーム分離器と、
対物レンズ等の光学システムと、コンパクトディスク１からの反射レーザビームを受信す
る受光素子等を有する光学ヘッドを示す。この光学ヘッド４は、スレッドフィードモータ
５によりコンパクトディスクの径方向に移動できる。このスレッドフィードモータ５は、
スレッド駆動回路６により駆動される。光学ヘッド４は、コンパクトディスク１の信号面
と直交する方向と並行な方向の両方に偏向可能で、そして再生中レーザビームのフォーカ
シング及びトラッキングを常時望ましい状態で実施されるように制御される。このため、
フォーカシング／トラッキングサーボ回路７が設けられる。
【００３１】
光学ヘッド４からの再生信号は、RF増幅器８に供給される。光学ヘッド４には、例えばシ
リンダ形状レンズ及び４分割検出器の組合せから成るフォーカスエラー検出部と３つのレ
ンズスポットを使用するトラッキングエラー検出手段が設けられている。このサーボエラ
ー信号は、フォーカシング及びトラッキングサーボ回路７に供給される。RF増幅器８の出
力信号は、ディジタル復調器９及びビットクロック再生回路１０に供給される。コンパク
トディスク１に記録されたディジタル信号は、EFM変調される。このEFM変調は、８ビット
データを所望の１４ビットパターン（例えば変調信号の長い最小反転時間間隔を提供し、
そして低周波成分を削減する）にブロック変換する方法である。ディジタル復調器９は、
EFMの復調を実現する方法から成る。ビットクロック再生回路１０がもたらすビットクロ
ックは、ディジタル復調器９及びスピンドルサーボ回路３に供給される。
【００３２】
サブコード信号は、ディジタル復調器９により分割され、そして分割されたサブコード信
号がシステムコントローラ１１に供給される。システムコントローラ１１にはCPUが具備
され、そしてコンパクトディスク１の回転動作、スレッドフィード動作、光学ヘッド４の
読取り動作等がシステムコントローラ１１により制御される。制御コマンドは、後述され
るインタフェース１７を介してシステムコントローラ１１に供給される。特に、サブコー
ド信号を使用するコンパクトディスク１からの所望のディジタル信号の読取り動作は、シ
ステムコントローラ１１により制御される。
【００３３】
ディジタル復調器９からのメインディジタルデータ出力は、RAMコントローラ１２を介し
てRAM１３及びエラー訂正回路１４に供給される。種々の時間基準の除去、エラー修正、
エラー補間に対する処理は、RAMコントローラ１２、RAM１３、そしてエラー訂正回路１４
により実施され、この結果、ディジタルメインデータが、端子１５Ｌ，１５Ｒから供給さ
れる。オーディオデータのみが記録されたコンパクトディスクを再生する場合、D/Aコン
バータが端子１５Ｌ，１５Ｒの各々に結合される。第４図の場合、D/Aコンバータは出力
からディジタルデータを取出すためには設けられておらず、再生ディジタルデータはデー
タコンバータ１６に供給される。再生されたサブコード信号は同様に、データコンバータ
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１６に供給され、そして再生データがシリアル信号の形態に変換される。
【００３４】
このシリアル信号は、インタフェース１７に供給され、そしてシステムコントローラ１１
用のデータがマイコンシステム１８からインタフェース１７を介してコントローラ１１に
向けて供給される。マイコンシステム１８は、読取りアドレスを特定し、そしてインタフ
ェース１７及びシステムコントローラ１１に向けて読取りアドレスに加えてスタート信号
のような制御信号を供給する。多数の記録エリアのリストは、アドレスとしてサブコード
信号を使用してコンパクトディスク１上の最内周リム部分のリードイントラックに記録さ
れる。このリストは、初期状態においてコンパクトディスク１の読取りを始めるために再
生され、そしてマイコンシステム１８により読取られる。
【００３５】
第５図は、データコンバータ１６からシリアル信号出力のワードフォーマットの例を示す
。このシリアル信号については、１ワードは３２ビットから成り、最初の４ビットがプレ
アンブルで、次の４ビットがオーディオデータの補助ビットで、次の２０ビットがディジ
タルオーディオサンプルである。ディジタルオーディオサンプルが１６ビット構成の場合
、最下位ビット（LS8）からの１６ビットが挿入される。ディジタルオーディオサンプル
の後には４ビットが付加される。これら４ビットのうち、Ｖで示される第１ビットがワー
ドのディジタルオーディオサンプルが有効であるか否かを示すフラグであり、ビットＵは
サブコード信号の各ビットであり、ビットＣはチャネルを識別するためのビットで、ビッ
トＰはパリティビットである。サブコード信号のビットＵは、１ビット毎各ワードフォー
マットに挿入され、これら挿入ビットは連続的に送信される。
【００３６】
本発明の或る実施例において、所望のアドレスに対する読取り操作は、マイコンシステム
１８によりまず実施される。このアドレスは、Ｑチャネル中の絶対時間継続を示すコード
で、インタフェース１７を介してシステムコントローラ１１に供給される。システムコン
トローラ１１は、所望のピックアップ位置に近い位置へと光学ヘッド４を移動させるため
にスレッド駆動回路６を制御し、一方、光学ヘッド４により再生したサブコード信号を管
理する。この実施例の場合、再生は、エラーが再生サブコード信号中に発生し、そしてセ
ットサブコード信号が再生されない場合、アクセス動作が完了しないことによる誤動作を
回避するためいくつかのブロックの間隔で間が開けられた位置から始められる。所望のブ
ロックは、再生サブコード信号と所望のアドレスとの一致を検出することにより、若しく
は正しいサブコード信号に近い位置から再生を始め、そしてフレーム同期信号を計数する
ことにより得ることができる。
【００３７】
第６図には、本発明によるCD-ROMのレイアウトが示されている。ここでは、ECMA標準130
（CD-ROM標準）のセクションIV：記録、の参考文献を参照する。
【００３８】
ディスク上の情報領域IAは、少なくともリードイン領域LI、プログラム領域PG、そしてリ
ードアウト領域LOを有する。サブコードチャネルのＱチャネルに記録されたトラック番号
TNOは、リードイン領域LI及びリードアウト領域LOの各々について、値OO及びAAを有する
。
【００３９】
プログラム領域PGは、多数のトラックに分割される。この実施例において、CD-ROMディス
クは、CD-ROMデータトラックのみならず、CDオーディオトラックを有する。図示した４つ
のトラックは、連続するトラック番号01,02,03,04を有し、それぞれオーディオトラック
、ROMトラック、ROMトラック、そしてオーディオトラックである。トラック番号TNOに属
するインデックスは、毎時、情報のないデータ、例えば値00（１６進数）を有するプレギ
ャップの間値00を有する。インデックスは、オーディオもしくはROMデータのような情報
を有するフレームのグループ（セクタ）において値01を有する。
【００４０】
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サブコードデータにおいて、時間基準が記録される。最初の時間基準TIMEは、トラック中
の情報に関連する。トラック中の情報の始りにおいて毎時、時間基準TIMEが値ゼロで始り
、そしてトラックのフレームの連続するグループに応じて直線的に増加する。更に時間基
準TIMEは、プレギャップの始りにおいてある値で始り、そして情報のないデータ（例えば
ディジタル無音）を有するフレームの連続するグループに対して直線的に減少し、前記プ
レギャップの末尾において値０で終了する。
【００４１】
更に絶対時間コードATIMEは、サブコードデータのＱチャネル中に記録される。この絶対
時間コードATIMEは、プログラム領域PGの始りにおいてゼロ値を有し、プログラム領域PG
中のフレームのグループに対して直線的に増加する。本発明の第１実施例においてプレギ
ャップ１には、ATIMEの直線的に増加する値に応じない絶対時間コードが記録される。例
えば、値ゼロが、ゼロセクタアドレスZSA1で示されるように記録され得る。
【００４２】
CD-ROMトラック（TNO=02もしくはTNO=03）中のROMデータは、メインストリームデータに
記録されたアドレスラベルによりアクセス可能である。これらROMセクタヘッダアドレス
は、第６図に示した同一セクタ（フレームのグループ）に対応するＱチャネル内の絶対時
間コードATIMEと同一の値を有する。本発明の他の実施例において、或るROMセクタヘッダ
アドレスは、プレギャップ２を超えて（TNO=02、INDEX=01）ゼロに設定される。再度これ
は、絶対時間コードATIME及び対応するROMセクタヘディングアドレスの直線的な増加の違
反である。
【００４３】
第７図には、セクタアドレスADDのテーブル、セクタ番号SNトラック番号TNO、インデック
ス番号INDEX、そして内容が示されている。セクタアドレス00:00:00は初めに、プログラ
ム領域PGの最初のアドレスに出現する（図６を参照）。セクタアドレスADDは、プレギャ
ップの150セクタの間に直線的に増加する。（初めの７５セクタについて00:00:00から00:
00:74，次の７５セクタについて00:01:00から00:01:74）CD-ROMトラック１の初めの部分
は、アドレス00:02:00のセクタSN=0で始る情報を有するであろうセクタを有する。本発明
によると、セクタ２７～２９の各々が、アドレスの直線的な増加に違反する00:00:00に等
しいアドレスADDを有する。セクタ２７～２９の内容は、情報を持たない。これらセクタ
２７～２９は、情報を持つセクタに先行される。例えばセクタ１６及び１７は、CD-ROMデ
ィスク用の一次ボリューム記述子を含む。セクタSN=18～74は、情報を持たず、そしてCD-
ROMのディレクトリにおいては参照されない。セクタSN=75及び続くセクタ355.349までは
、セクタ355.350～355.499のポストギャップで終了するCD-ROMユーザデータを提供する。
次のセクタは、トラック番号TNO=AAで示されるリードアウト領域の始りである。
【００４４】
第８図に、本発明による光学読取り可能なディスクのレイアウトの他の例を示す。このデ
ィスクは、情報領域、リードイン領域、そしてリードアウト領域を示している。リードイ
ン領域は、各々が同一数のセクタ（１ブロックが１６セクタを有する）を有する複数のブ
ロックを有する。多数のスタートブロックSBの全ては、情報の無いデータを有する。参照
コードブロックRBは、スタートブロックSBのエラー訂正用の情報を有するであろう。中間
ブロックIB1は再び、情報の無いデータを有するであろう。リードイン領域の次の領域に
おいて、複数の制御ブロックCBが存在し、ディスク、ディスク製造者等に関する情報を有
するであろう。中間ブロックIB2は、コントロールブロックCBに後続し、データ領域DAに
先行し、そして情報の無いセクタを有する。セクタ番号アドレスは、リードイン領域の始
りにおいてはアドレスSN=0で始り、リードアウト領域の最後のセクタ用のアドレスSN=ｎ
で終る。このセクタアドレスは、例えば中間ブロックIB1又はIB2中の幾つかのセクタを除
いて、０～ｎまでその間にある各セクタについて直線的に増加する。これらのいくつかの
セクタは、前記増加する値とは異なるアドレス値、例えばゼロアドレス値を有するセクタ
アドレスラベルを有する。この結果、望まれない複製が防止される。
【００４５】
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アドレス値の直線的に増加するシーケンスを違反するであろうセクタアドレスが、特定の
領域内において、ディスクの望まれない／違法な複製の閾を上げる目的で、ランダムに配
置可能であることに注意されたい。
【００４６】
例示である第９図は、本発明による情報記録装置の実施例を示す。この実施例は、例えば
、軸９２のまわりに回転する光学記録担体である記録担体９１に情報を記録可能な記録装
置である。前記情報記録装置は、回転する記録担体９１に対向配置された一般的な読取り
／書込みヘッド９３を有する。例えば、モータ９４及びスピンドル９５ａの形態の一般的
な位置合わせシステムによって、読み書きヘッド９３を、例えばマイクロプロセッサを有
する一般的な制御ユニット９５の制御の下で記録担体９１に対して径方向に駆動できる。
【００４７】
記録されるべき情報信号Viは、入力９６を介して信号処理回路９７に供給できる。この信
号処理回路９７は、一般的な回路であり、記録信号Vopに対応する情報パターンが記録担
体に記録されるように、一般的な駆動回路９８に供給される記録信号Vopに供給された入
力信号を変換し、駆動回路９８は読み書きヘッド９３用の駆動信号Vsに記録信号Vopを変
換する。記録情報パターンを読取る目的で、読み書きヘッド９３は、読取られる情報パタ
ーンを示す読取り信号V1を供給する出力を有する。読取り信号V1は、読取り信号V1により
示された情報を再生するために読取り回路９９に供給される。駆動回路９８は、記録情報
パターンの品質が影響を受けるようなパラメータの一つもしくは複数を調整可能とする調
整可能な回路である。光学的に検出可能な効果を有する情報パターンが放射ビームによっ
て形成されるような光学読み書きヘッドが使用される場合、放射ビームの強度は、情報パ
ターンの品質に大きく作用する重要なパラメータである。読み書きヘッドが磁気的な効果
（ドメイン）の形で情報パターンを形成する目的で磁界を発生する磁気もしくは磁気光学
読み書きヘッドの場合、発生磁界の強度は重要な調整パラメータであろう。情報パターン
が書込みパルスによって形成される場合、パルス幅が重要調整パラメータであろう。上述
の調整パラメータは、可能な多数の調整パラメータのいくつかの例であることに注意され
たい。ここで参照文献として、オランダ特許出願第NL-A-9000150号を挙げる。この文献に
おいて、調整パラメータは、調整基準値で形成された作用に対する速度についての基準値
である。
【００４８】
駆動回路９８の最適な設定を規定するため、この装置は、読取る情報パターンの品質を示
す解析信号Vaを読取り信号から導く解析回路910を有する。前記最適な設定は、前記駆動
回路の異なる設定に対してテスト情報パターンを記録担体９１に形成することにより、及
び分析信号Vaに基づいて前記分析信号が最適な品質を示す設定を選択することにより、較
正処理によって決定されることができる。基本的に、情報信号Viは、テスト情報パターン
を書込むために利用される。しかしながら、例えば信号処理回路９７に含まれるであろう
テスト信号発生器911をこの目的のために利用することも可能である。最適な設定は、こ
の目的のために解析回路910、駆動回路９８、そして存在するならばテスト信号発生器911
に結合される制御回路915の制御の下で決定される。該制御ユニットは、適切なプログラ
ムによりロードされ若しくは適切なハードウェア回路を有する。望ましくは、最適な設定
が、記録担体が情報記録装置に挿入された後に実施される較正処理で決定される。
【００４９】
更に情報記録装置が、CDオーディオ信号、CD-ROM信号等の国際標準もしくは事実上の標準
によってディジタル信号Diを受信するためにディジタル入力96Dを有する。この入力96Dは
、ディジタル信号が処理回路９７により発生されたディジタル記録信号Vopと同様である
ため、駆動回路９８の入力に直接結合される。
【００５０】
ディジタル入力信号Diはさらに、ディジタルメインストリームデータから若しくはサブコ
ードデータからアドレスラベルを読取る読取り手段97Aにより読取られ、そして検出手段9
7Bに供給する。検出手段97Bにより非ゼロアドレスを有するアドレスラベル値に次いで、
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ゼロアドレス値を有するアドレスラベル値を検出すると、検出手段97Bは、駆動回路９８
を非動作状態に設定することによりディジタル入力信号Diの記録を中止する中止手段97C
を起動する。望ましくは、手段97A，97B，97C及び駆動回路９８が単一の集積回路に集積
される。
【００５１】
本発明による再生装置は、第４図において説明したような光学ディスクからディジタルデ
ータを再生するために構成される。ユーザがディジタルデータへのアクセスを実際に与え
られる前に、確認工程が実施される。前記異なるアドレス値を有するアドレスラベルの少
なくとも一つの存在が、例えば相違していることが既知であるアドレスラベルのセクタを
読取ることにより確認される。読取り応答がエラーを示す場合、異なるアドレス値の存在
が検出され、応答が通常セクタを示す場合、異なるアドレス値が存在しないことを示す。
アドレスラベルの値は、第９図において説明したように、アドレスラベルを読取るために
配置された読取手段により直接確認されても良い。前記確認に依存して、即ち異なるアド
レス値の一つもしくは複数が存在しない場合、ディジタルデータの再生が中止にされる。
光学ディスクの違法複製は、通常の増加するアドレス値を有するセクタのいくつか若しく
は全てのディジタルデータを有する。しかしながら違法複製は、前記異なるアドレス値を
持つアドレスラベルを有するセクタを持たないであろう。なぜなら、かようなラベルは標
準的な記録装置を利用して記録されることができないからである。この確認は、再生装置
における確認処理、例えば、一定のアドレスを持ついくつかのセクタを確認する処理で実
現されるであろう。他には、確認されるべきセクタのアドレスが通常読取り可能なセクタ
の光学ディスク上に格納されても良い。しかしながら、再生装置の望ましい実施例におい
ては、確認処理が光学ディスクに格納されたディジタルデータの一部であり、そして光学
ディスクが装置に装着されたときに、再生装置のプログラム可能な部分において光学ディ
スクからロードされる。コンピュータソフトウェアを有する光学ディスク、例えばCD-ROM
については、望ましい確認処理は、使用者が起動するであろうコンピュータソフトウェア
の不可欠な部分である。
【００５２】
光学読取り可能なディスクの更なる実施例は、少なくとも一つのセクタに、異なるアドレ
ス値の代りに若しくは加えて他のエラーを設けることである。ＣＤにおいては、第４図に
おいて説明したようにチャネルコードEFM変調が使用される。前記エラーは、EFMチャネル
ビットパターンをチャネルビットの非許容パターンに変更する、若しくは他の変調若しく
はエラー修正ルールに違反する事により生じさせられても良い。例えば、EFM変調用に、
最小（ｄ）及び最大（ｋ）個のチャネルビット周期が、論理値の変化各々の間に与えられ
、d,k定数と呼ばれる。このd,k定数が違反されると、EFMデコーダが確実にエラーを報告
するであろう。読取り装置は、かようなエラーを有するセクタを読取った場合、読取りエ
ラーメッセージを生成するであろう。標準的な記録装置はこのようなエラーを記録するこ
とはできない。望ましい実施例において、他のエラーを有するセクタは、前記異なるアド
レス値のみを持つセクタに隣接して配置される。隣接するセクタの組み合わせられた効果
によって影響を受けるため、どれが前記異なるアドレス値を持つセクタであるか、及びど
れが他のエラーを有するセクタであるかを検出することが困難になるからである。
【００５３】
悪意に満ちた人々は、動作可能な違法複製を生成する際種々の問題に直面する。再生装置
は、前記異なるアドレス値を持つセクタ及び／若しくは他のエラーを有するセクタを読取
ることができず、読取りエラーを発生するであろう。記録装置は、ダミーセクタによりこ
のようなセクタを置き換えることを悪意に満ちた人々によって強いられるであろう。しか
しながら、標準的な記録装置は、前記異なるアドレス値若しくは他のエラーを生成するこ
とができず、一方、動作中はこれらが存在しないことが再生装置において検出されるであ
ろう。前記異なるアドレス値を生成するために標準記録装置を改造することは困難である
。更に他のエラーを発生するために標準記録装置を改造することもより困難である。よっ
て、現実的な状況において、動作可能な複製を製造することはできない。
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【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明が適用されるコンパクトディスクの記録データのデータ配列を示す構造図
【図２】本発明が適用されるコンパクトディスクの記録データのデータ配列を示す構造図
【図３】本発明の実施例中のディジタル主データのブロックの配列を示す構造図
【図４】本発明による装置のブロック図
【図５】本発明に係る装置で生成されたシリアルデータのワードフォーマットを示す構造
図
【図６】時間関数としてCD-ROMディスクのレイアウトを示す構造図
【図７】本発明による時間関数としてCD-ROMのアドレステーブルセクタ数、トラック及び
内容をマトリクスで示す構造図
【図８】他の光学ディスクのセクタ構成のレイアウトを示す構造図
【図９】本発明による光学ディスク記録装置のブロック図

【図１】 【図２】

【図５】
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